
 

 

 

   

 

 

 

2018 年 7，8，9 月の主な予定表 

予定 全体会 新倉ふれあいの森 
冨澤湧水・大坂ふれあいの森 

（地域の会に協力して） 
樹林公園 

7 月 

14 日自然と歴史勉強会 

白子コミセン 

14:00～16:00 

31 日 新任教員研修会 

七夕竹切り出し5日 

21 日 定期保全 
18 日大坂ふれあいの森に協力 

カミキリム

シ等調査 

8 月 
夏休みボランティア体験 

（富澤、樹林公園、大坂） 
18 日 定期保全 

11 日富沢ボランティア体験 

22 日大坂ふれあいの森協（ボ

ランティア体験） 

20 日ボラン

ティア体験 

9 月 

親子生き物観察会 

20 日 お茶の水女子大 

地理学巡検 

22 日 保全 
8 日 富沢湧水保全と調査 

19 日大坂ふれあいの森協力 
 

 

１． 30 年度埼玉県侵略的外来生物調査を実施 
 

 今年で 5 年目になる外来種調査を継続しています。調査区域としては、東京都との境、

白子の滝の東、城山ふれあいの森、午王山などです。この地域の方は調査

にご協力ください。 

サクラなどのバラ科樹木を好むクビアカツヤカミ

キリが県内でも確認されています。クビアカツヤカミ

キリも調査項目に加えられました。樹林公園内とその

周辺地域の調査を実施中ですが、ここでは見つかって

いません。皆さんの住んでいる地域で探してみてくだ

さい。樹木の根元などに褐色のカリントウ状で比較的

硬いフラス（木くず）が目安です。 
 

２． 自然に親しむボランティア体験実施 
 

楽しみながら地域への貢献に役立つ活動「緑を守り育てるボランティアの体験」を、緑

化祭りや市民新報新聞、メールで呼び掛けました。6月 9日当日には富沢湧水で 4名、6月

16日には新倉ふれあいの森で2名が参加して楽しい交流と緑の保全活動をおこないました。

残念ながら大坂の日は雨で延期になりました。保全に活気をよぶ新参加者への呼びかけを

これからも継続していこうと思います。皆さんもご協力ください。 

新倉で保全中にタマムシ発見。7 月 5 日には、七夕用の竹の切り出しを行い、社協から

児童館や小学校へ竹が配布されました。リーシュガーデン和光にも毎年提供しています。 

6 月 3 日の全国川の水質調査中には、全体が真っ赤なトンボを発見。 

生き物たちも活発です。 

         

和光の緑と湧き水だより 会報 Verda１９０号 
 

NPO法人 和光・緑と湧き水の会   代表理事 高橋 ０４８－４６２－９９１２ 

身 近 な 自 然 を 知って 守り 伝えよう http://wako-wakimizu.org/ 

ご一緒に自然に親しみ、ボランティア活動をしましょう    会 員 募 集 中 

フラス  クビアカツヤカミキり 

http://wako-wakimizu.org/


３． 林間学校のための校内自然観察体験会 第四小 5年生 
 

 恒例の四小 5年生の学校内での自然観察会が、6月 22 日に行われ、高橋勝緒さんの講義

があり、その後広い校庭を使って観察会を行いました。寺井さん、岡野さん、高橋絹世 4

名で、90 人の生徒と先生方をご案内しました。4 小の校庭には、サクランボウ、ミカン、

シシユズ、レモン、モモやウメなど果樹園のような樹木が成長し実をつけます。学年毎に

畑で野菜を育て、水田も作られていて、トンボなど生き物が生育しています。校舎裏も自

然に恵まれ、観察会でまわると四小の良さが再発見できます。 

 湯ノ丸山や池之平の山

の環境を予備知識として

知り、四小校庭で観察会

を体験する授業で、生徒

たちは生き生きと校庭の

自然の中で発見をしてい

ました。このような体験

は、人と自然のかかわり

に役立ち、自然を介して

人と人を結びつける役割があると思います。 

  

４． 平成 30 年度埼玉県 NPO 活動促進助成事業に当会事業が採用されました 
（NPO 活動サポート事業：株式会社金紋世界鷹 ネーミング事業）  

和光の緑と湧き水を次世代に残す事業 

――都市部の身近な自然の調査・保全・活用―― 
 

この事業には 2 つの目的があります。1 つは保全活動に新しいメンバーが増えるようボ

ランティア体験を行うこと。2 つ目は、貴重な自然を次世代に残すためのトラストなど、

制度作りを目指す事業です。 

すでに 6 月の体験会では、4 名が保全で楽しんで参加してくれました。7 月 14 日の勉強

会では、和光の自然の特徴を考古学の観点から、前田氏に講演していただきます。広い知

識を得て、和光の自然を次世代に残せるようにつなげていきたいと思います。11 月 17 日

は、新制度を模索するセミナーを開きます。行政と一般市民の方の参加を期待し、制度面

の構築ができることを目的としています。これらの事業の参加会員には、人件費が予算内

でお渡しできる予定です。 

このＮＰＯ活動サポート事業は、株式会社金紋世界鷹のネーミング事業として採択され

助成を受けたものです。会員の皆様この事業にぜひ参加して、活動を活発にして下さい。  

 時期  

６月 富澤湧水（9日）大坂ふれあいの森（20 日）ボランティア体験会 

７月 白子宿自然と歴史勉強会（7月 14 日） 

事業実施計画検討会（7月 17 日）、（経理担当者説明会 7 月 12 日） 

８月 夏休み小中学生ボランティア体験 富沢（11 日）樹林（20 日）大坂（22 日） 

９月 親子湧き水生き物観察会 

 ９月 お茶の水女子大学地理学巡検の案内と講義（9月 20 日） 

１１月 セミナー開催（11 月 17 日 午後 予定） 

「地域の宝を知り、活かし、伝え残してしていくために、考えよう、和光のト

ラスト」 

１２月 富沢湧水調査と保全 

１月 事業結果検討会 

２月 まとめ 

 


